
１ ．はじめに

　学校教育現場の教師たちは，常に教育力向上のため
の努力が求められている。

　その中で，小学校における教師は，中学校や高等学
校のように基本的に自分の専門科目を中心に担当する

のとは異なり，全科の教員免許を持つ学級担任として
自分の専門科目だけでなく多くの教科を担当してい

る。そのため限られた教科だけでなく多くの教科に対

応した教育力向上のための研修が求められている。

　しかしながら，実際は授業時間数の多い国語や算数
とそうでない教科や教科意識そのものにも格差があ

り，教師個人内に教科間の軽重が生まれる現状となっ
ている。その状況の中では，主要教科などと呼ばれる
国語・算数などと比較して，「図画工作科」の教科につ
いては無意識の内に軽んじられる傾向も見られる。

　本研究においては，研究主題である教育力を向上す
るための教員研修について，特に主要教科と比較して
軽視されがちな「図画工作科」教育の視点から，教員
免許更新講習の実施から考察する。教員研修の機会が

少なくとも教育力向上のための有効な教員研修とし

て，いかなる要素と内容が必要であるのか考察する。
　最終的には，教育力を向上させるための有効な教員
研修システムの構築を目指すものである。

 

２ ．教員における研修の法的な規定

　教育公務員特例法第１９条には，「教育公務員は，その
職責を遂行するために，絶えず研究と修養に努めなけ
ればならない」と規定されている。

　また，地方公務員法第３９条には，「職員には，その勤
務能率の発揮及び増進のために，研修を受ける機会が
与えられなければならない」と規定される。

　尾木和英は，この二つの法的な規定から教師におけ
る研修の性格が明確に把握できるとしている。

　「教師の行う研修・研究は，法的な規定を受けて，
職責に必要な知識・技能・教養等を身に付け，その
資質の向上を図るという重要な意味をもつものとと

らえることができる。」 １

　教師の場合には，一般的な公務員と異なり職責を遂
行するために，研究の上にさらに修養に努めることが
求められているのである。

　法的な規定を持ち出すもなく良心的な教育者は，目
の前の子ども達のために少しでもより良い教育を目指

したいと願うだろう。目指すべき教員研修とは，法的
規定によって成り立つものではなく本来そのような教

育者自身の願いを背景に成り立つものでありたい。

３ ．教員免許更新講習の実施と考察から

　２００７年６月２７日に公布された「教育職員免許法及び
教育公務員特例法の一部を改正する法律」（平成１９年
法律第９６号）によって，教育職員免許法が改正し実施
され，２００９年４月から教員免許更新制の導入が決定さ
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れた。それに伴い平成２１年度から教員免許状更新講習
が本格実施されるようになったのである。

　しかしながら，その後自民党から民主党へと政権が
交代し，この教員免許更新制の廃止も含めた存続問題
もマスコミ等で取り上げられ浮上したが，教員養成を
も含めて見直すという形で現在に至っている。

　この法的に規定化された制度とそれに伴う講習への

自己負担での受講義務については，学校現場の教師
とっては複雑な心境がある。また，その講習を実施し
なければならないという大学側もまた同様である。

　その中で３年前から本格実施されている教員免許状
更新講習の実施によって，今まで造形教育連盟や各地
区の造形部会等で開催される研究協議会や研究授業

等，つまり図工主任や造形美術教育に興味や関心の高
い教師たちの集まりの中では，なかなか見えなかった
ものが，この免許状更新講習の実施によってあらため
て見えてきた。これは，現在の学校教育現場における
問題点と課題とを明らかにすることにもなった。 ２

　平成２１年度から平成２３年度において山形大学で実施
した教員免許更新講習の中で，小学校教師を対象にし
た１講習２５名定員を３年間で合計６講習の３６時間を筆
者が担当した。

　ここでは，地区の造形部員・図工主任や図工を得意
にしている教師たちを対象にするのではなく，あえて
図工に苦手意識を抱いていたり図工指導に悩みや不安

のある教師の受講を促した。そのために講習概要にそ

れを強調して以下のように明記することにした。

　「特に，図工や図工の指導について苦手意識や不得
意感を抱いている先生方や日々の図工の授業について

悩みや不安をお持ちの先生に，是非とも参加していた
だきたいと考えます。―後略―」 ３

　この講習概要が功を奏して，講習申込日の早い段階
で受講予定数に達する状況であった。

平成２１年度　　　　　　　　 実際の受講者数
　・８月３日実施講習　６時間　　２１名
　・８月５日実施講習　６時間　　２６名
平成２２年度　　　　　　　　 実際の受講者数
　・８月３日実施講習　６時間　　２５名
　・８月５日実施講習　６時間　　２４名
平成２３年度　　　　　　　　 実際の受講者数
　・８月４日実施講習　６時間　　２５名
　・８月５日実施講習　６時間　　２５名
　　　　　　　　　　６講習　　合計　１４６名
 

　この６講習における教職経験数については，グラフ
１の通りであった。２０年以上の教職経験者が講習の半
分以上を占めており，教職経験豊かなベテランの教師
たちによる講習であったことがわかる。

　３年間６講習によって約１５０名の小学校教育現場の
ベテラン教師と共に更新講習を実施することができ

た。対象が教職歴豊富な教師ということもあって教員

養成の大学生とは異なる緊張感を強いられることにな

る。講習内容も教員研修にふさわしい実践的な教育力

を向上させる有意義なものにする必要があった。

　この免許更新講習の実施から，「図画工作科」におけ
る実践的な教育向上のために教員研修としていかなる

要素と内容が必要であるのか考察していきたい。

４ ．研究授業（図画工作科）の実施経験

　教育力を向上させる教員研修の大きな役割を果たす

機会の一つとして研究授業の存在がある。研究授業の

実施においては，校内研修レベルから全国大会レベル
までその規模は様々である。研究授業については，
　「文献や実証研究だけでは得られない貴重な機会と

なる。また授業者として努力するだけでは得られな

い視野の広がりが可能となる。」 ４

　無藤　隆は，文献などでは得られない研究授業なら
ではの有効性があることを強調している。

　次は，山形市立滝山小学校において平成２３年度の第
１回目の校内研修として行われた図画工作科の研究授
業の風景である。教師があらためて図工の指導につい

て考察できる有効な校内研修の機会となっていた。

　三石初雄は，この授業研究の存在意義の大きさを次
のように述べている。

　「“教師は現場で育つ”という主張に示されている

ように，教師間の同僚性に支えられた学校現場での
授業研究の存在意義は大きなものがある。」 ５
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　免許更新講習を受講された教職歴豊富なベテラン教

師の研究授業の実施経験については，教職歴に比例し
て多くなっている。実施教科は，国語・算数を中心に
して教科以外でも道徳，総合的な学習など多様である。
　しかしながら，本研究対象である「図画工作科」の
研究授業の実施経験については，グラフ２のような結
果が出た。２０年以上の豊かな教職経験があるベテラン
でも「図画工作科」の研究授業を１回もしたことのな
い教師が７２％もいたことである。１～２回実施したこ
とのある２３．３％の教師も合わせると，全体で９５．３％の
教師が，国語・算数・総合的な学習等の研究授業の経
験はありながら「図画工作科」の研究授業の実施経験

がほとんどなかったということである。

　このことは，小学校教員における教員研修の機会と
いう視点としては問題であり，いかにその研究授業の
経験不足を補足し得るのかという大きな課題が残る。

５ ．研究授業（図画工作）の参観経験

　実践的な教育力を向上させるためには，実際に研究
授業を実施することがとても有効であるが，授業者で
なくとも研究授業を参観し，その後の研究協議に参加
することでも有効であろう。それは，研究授業を通し
て自分自身の教育実践と比較し考察しながら，教師が

意識改革し教育実践を改善することで，実践的な教育
力を向上させることが可能になるからである。

　そのように実際の教育実践に深くふれることの有用

性については，奈須正裕が次のように述べている。
　「すでに意識が改革されたいい実践に深く親しみ，
それをからだで理解し，さらに自分の学校で実現し
ようとすることが，意識改革に至る唯一にして最短
の道のりなのである。」 ６

　研究授業を実際に実施する授業者でなくとも，教育
実践を参観し深く親しみ考察することでも，教師自身
の意識改革を可能にさせることにつながる正に教員研

修としての有効な手段の一つといえる。

　学校教育現場において，教育実践にふれる機会とし
ては，校内研修としての研究授業や研究委嘱学校や附
属学校での公開研究協議会などの場がある。

　図画工作教育においては，東北地区造形教育研究大
会や全国造形教育連盟主催の大会が毎年開催され，複
数の研究授業が公開され研究協議が行われている。

　上の写真は，東北地区造形教育研究大会の図画工作
の公開研究授業風景である。平成２３年度は，東北地区
代表地区として山形県西村山地区で開催され４つの会
場において８の造形美術教育の教育実践が公開された。
　幼稚園・保育園から小学校・中学校で造形美術教育

に関わる東北地区の多くの教師たちがそれらの研究授

業を参観し研究協議が行われた。教員研修としての重

要な機会でもあり，その大きな役割をも担った。
　この研究大会に参加する教師は，基本的に各地区の
造形部会の所属教員や小学校では図工主任が中心であ

る。故に，それらの図工部会等に所属している教師達
にとっては，この東北大会等は，実践的な教育力を向上
させるための重要な研修機会ともなっているのである。

　一般の小学校教師の図画工作の研究授業の参観経験

については， ３年間６回の教員免許更新講習の受講者
から調査するとグラフ３のような結果であった。
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【グラフ２：研究授業（図画工作）の実施経験】

【平成２３年東北造形教育研究大会・研究授業風景】

【平成２３年滝山小学校・校内研（図画工作）風景】



　図画工作の研究授業を参観した経験の全くない教師

は７１名で４８．６％， １～２回の教師は５４名で３７．０％で
あった。４～５回の教師は１２名の８．２％であり， ６回
以上あった教師は９名の６．２％であった。０回と１～
２回の教師を合わせると８５．６％であり，２０年以上の教
職経験豊富なベテラン教師でさえも「図画工作科」の

研究授業を参観し，その後の研究協議に参加する経験
は驚くほど少なかったのである。

　この結果から図画工作の研究授業の実施経験ばかり

でなく参観する経験すらも少なかったといえる。この

ことは，小学校教師においても各教科間における研修
機会及び経験の格差を判明することになった。

　上の写真は，平成２３年度山形市立第三小学校で行わ
れた校内研究授業の風景であるが，この学校でも他教
科の研究授業は毎年複数行われながらも「図画工作」

については赴任以来初めてであると校長も述べていた。

　それではなぜ「図画工作科」の研究授業の実施が少

ないのかその理由について，免許更新講習を受講され
た教師達から調査すると，以下のような理由であった。
・主要教科が重視され図工が後回しだから

・勤務校の研究教科に図工がなかったから

・どうしても担当時数の多い教科になるから

・自分の得意な教科でないから

・自分自身が図工に苦手意識があるから

・身近にそのような機会がなかったから

・時間がないから

　このことから，学校現場での教員研修の対象教科は，
国語・算数などの主要教科に重きが置かれ，「図画工
作科」については極めて軽んじられている現状と教師の

苦手意識や不得意感が反映していることが確認できた。

　この教科間格差の現状の存在と，「図画工作科」の研
究授業の機会の少なさは，小学校において各教科の教
育力を向上させるための教員研修の大きな問題点とと

らえている。故に，本論ではその中であえて「図画工
作科」における教育力向上に焦点を当てることは，意
義と役割も存在すると考えるものである。

６ ．教科としての教えやすさと教えにくさ

　学校現場での現実として図画工作に関する研究授業

の実施経験ばかりでなく参観経験すらも少ないという

現状が明らかになったが，はたして「図画工作科」は
研究授業の必要性のない教科なのであろうか。

　そこで，小学校の教師は「図画工作科」についてど
のような認識をしているのか考察することにした。図

画工作科は，他の教科と比較して教えやすい教科なの
か，それとも教えにくい教科なのか，教科としての教
えやすさの視点から調査することにした。

　免許更新講習を受講された教師の実態は，グラフ４
のような結果であった。

　「図画工作科」が，とても教えやすい教科と意識して
いる教師は２．１％であり，まあまあ教えやすい教科で
あると意識している教師は２８．５％で，それを合わせる
と３０．６％で約３割の教師にとっては，教えやすい教科
となっている。

　「ふつう」と答えた教師は，１０．４％であったが，とて
も教えにくい教科だと意識している教師は，２０．１％で
あり，少し教えにくい教科だと意識している教科の教
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【グラフ４：図画工作の教えやすさ】



師の３８．９％を合わせると，５９．０％であった。
　この結果から，全体では，約６割弱の教師にとって
は，「図画工作科」の教科は教えやすい教科というより
は教えにくい教科の一つであることがわかった。

７ ．教師の図画工作に対する苦手意識

　小学校の教師にとって，「図画工作科」は教科として
の教えにくさと共に，それと関連して教師自身が抱い
ている苦手意識や不得意感の存在も教員免許更新講習

の実施において見えてきた現状の一つである。

　小学校教師の中には，自らの造形表現についてばか
りでなく，「図画工作科」の指導に対しても，大なり小
なり苦手意識や不得意観を持ちながら教育している者

が少なくないという現実を確認することができた。

　３年間６回の免許更新講習における実態調査アン
ケートから，グラフ５の結果が出た。
　グラフ５のように図画工作に対して全く苦手意識の
ない教師は６．８％で，苦手意識もなく他の教科と変わ
らない普通という教師は２７．４％であった。
　問題なのは，とても苦手意識がある教師は１９．２％
で，少し苦手意識がある教師の４６．６％であった。それ
を合計すると講習全体の６５．８％の教師が大なり小なり
苦手意識を持っていたということである。

　ここで着目するのは，苦手意識を持つ教師はその理
由については，小さい頃から絵がうまく上手に描けな
かったことや，作業が遅かったり，図工・美術の成績
が悪かったなどのマイナス経験の要因がそのような苦

手意識を根強く植え付けていることがわかった。

　また，その逆に全く苦手意識のない教師は，表現の
上手下手にはこだわらず，純粋に表現の楽しさを理解
されていることが確認できた。ここに，苦手意識の有
無は単なる表現能力の有無ではなく，表現に対する認
識の違いから生まれていることがわかった。

　ここに，実践的な教育力を向上させるための教員研
修として，図画工作の苦手意識を払拭させるために
は，表現能力を身に付けさせることよりも表現に対す
る意識変革をさせることが重要であることがわかる。

ここに教員研修としての要素が浮上してくる。

８ ．小学校教育現場の教師が抱える問題

　また，小学校の教職歴豊富な教師たちが，長い教職
経験の中で「図画工作科」の教育実践において抱えて

いる問題点や課題については，次のような事例が実態
調査の自由記述結果からわかった。

・苦手意識のある児童への指導

・やる気や意欲がない児童への指導

・集中できない児童への指導

・何も思いつかずに固まってしまっている子へのアド

バイス，指導
・発想が乏しい児童への指導

・子どもの表現をうまく引き出す指導

・不器用で形にならない児童への指導

・適切な個々の児童へのアドバイス，指導
・作品の見方や作品の評価の仕方

・図画工作科教育の評価のあり方

　これらの項目については，実際の学校教育現場で造
形美術教育の営みの中では，少なからず思い当たる事
項であろう。特に教科の専門ではなく全科を担当して

いる小学校の学級担任の教師にとっては，切実な問題
点であり解決すべき課題であろう。

　しかしながら，教育力向上の教員研修として重視し
たいのは，処方箋的な目の前の苦手意識のある児童へ
の対応・対処ではなく，まずそれを生み出す原因やそ
の背景への追求がなければならないだろう。苦手意識

が生まれる背景には，それが生じるべくして生じさせ
てきた教育実践や原因があるのではなかろうか。

　苦手意識が生まれる原因と理由の背景には，図工・
美術に対するあるイメージや教育規範の認識があると

考えている。それは，教師の教育観を形成し評価のあ
り方にも反映している。その結果，教師が意識しない
無意識の所で，教師と同じ苦手意識を抱く児童たちを
生み出していることも十分予想できるからである。

９ ．図画工作教育における教育観

　図画工作教育で何を求めるのか。どのような力を児

童・生徒に身につけ育てることを期待しているのか。

この根源ともいえる問いが，教師の教育観・指導観
である。教師が抱いている教育観の問い直しは，教員
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研修においては必要不可欠な事項であると考える。

　なぜならば，この教師の抱いている教育観が，教育
実践そのものを支配しており，それが出来上がる児童
の作品にも大きく影響しているからである。さらに

は，重要な最終的な教育評価をも左右している。
　故に，「図画工作科」教育における実践的な教育力の
向上を追求するためには，第１にその根源となる教師
自身の教育観が問われなければならないだろう。

１０．作品主義と創造主義とのジレンマ

　学習指導要領において図画工作科の目標としては，
　「表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせなが
ら，つくりだす喜びを味わうようにするとともに，
造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情
操を養う。」 ７

とあり，造形活動の喜びを味わせ豊かな情操を養うこ
とが教科の目標とされているにも関わらず，やはり作
品の出来を気にする作品主義ともいえる傾向が存在し

ている。絵画コンクール等もそれに拍車をかけている

ようであり，我が校の入賞数を自慢する管理職の存在
や入賞を出したことで教育実践が高く評価される学校

現場の現実がある。目指すべき教師とは，コンクール
の入賞者を一人か二人出させることなのだろうか。入

賞者の陰で苦手意識や美術嫌いな児童・生徒が生み出

されていることには意外と目が向けられていない。

　図画工作教育にかかわる教師たちは，基本的には子
ども達一人ひとりが自分らしい表現に取り組み創造活

動の喜びを味わって欲しいと強く願っている。しかし

ながら，最終的な作品の出来についても無視できない
というジレンマに苛まれているのである。

　左は，地区造形部会の研究会風景であり，自分が指
導した作品群を持ち寄り，作品を通して研修している。
そこでは指導した全ての作品を持ち寄るのでなく，各

学校で選ばれた完成度の高い作品が持ち寄られていた。

　本来ならば，一人ひとりの児童・生徒の豊かな表現
の末に結果的に生まれた作品こそが，目指すべき作品
である。そこには，ジレンマなど生じ得ないはずであ
るが，現実はそう容易でないようである。
　学校教育現場には，学習指導要領で示されている理
想的な教育の姿とは，残念ながら別の現実が横たわっ
ているようである。つまり豊かな児童の造形表現活動

を求めることと出来上がる作品への完成度への期待と

の相反する理想との溝は，予想する以上に深く根強い
と感じる。これは，小学校図画工作教育だけでなく造
形美術教育全体における重要な問題点と課題である。

　実践的な教育力を高める教員研修を考える際には，
このギャップそのものを教師自身が認識し自覚するこ

とがなにより大切であろう。そこから，教育観や教育
理念を見直しその溝をいかに埋めるかが，教員の研修
の重要な使命と役割と考える。

　「図画工作科」における実践的な教育力を高めるため

の教員研修では，一般的な実技研修会などで見られる
ような新しい題材の体験や表現法・表現知識の伝授だ

けではない。まず教育実践の根源となる目指すべき図

画工作教育の教育観・指導観を再確認することから始

めるべきであろう。次に，目指すべき図画工作教育と
自らの教育実践の相違について自覚し，いかにその溝
を埋めていくのか，その具体的な手立てを考察するこ
とである。さらに後述する図画工作教育の学習空間の

質にも着目し，目に見えぬ規範や価値観・クラスの雰
囲気をも含む学習空間の質を問い直し，児童一人一人
の本当の表現が生まれるような学習空間を築き上げる

ための実践的な教育研修が求められるのである。

１１．「図画工作科」教育における教育力

　小学校教員の「図画工作科」における実践的な教育

力を向上させるためには，実技を伴う表現教科故に国
語・算数・理科・社会などの他教科とは異なる教科の

特性が反映された教員研修の要素と内容が存在する。

　そのため一般的には，「図画工作科」教育における教
育力というと，以下のような項目等が思い浮かべられ
るのかもしれない。

・美術・美術作品に関する知識や理解

・表現技法の知識や技能

・用具・材料の知識や習熟度

・題材に関する知識や指導のポイント

・児童，生徒の表現を高める指導力
・作品をコンクールに入賞させる指導力
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・教師自身の表現力　　　　　　　　　　など

　図画工作の研修としては，上記のような知識・技能
に関するものが教育力を高めるための重要な要素と思

われがちである。

　そのため，従来における「図画工作科」に関する教
員研修の場面では，実技内容を取り入れて，表現技法
の知識や技能の習得・新しい題材の理解等を目指すも

のが行われてきていた。その中では，明日からすぐに
使えるような題材の実技講習や題材紹介の研修内容が

特に人気があり好評であった傾向も見られる。

　しかしながら，いかに児童が興味をひくような題材
を授業で与えたとしても，それで教師の教育力が向上
するわけではない。また，問題視する児童の図工に対
する苦手意識や不得意感が払拭されるわけではない。

　教員研修の前提としては，児童をどのように育てた
いのか，何を学ばせたいのか，という教育観・指導観
そのものが問われなければならないだろう。教育力を

向上させるための教員研修においては，まずその教育
観や指導観そのものが検討するべきであろう。

　その上で，児童の本当の表現を支えるために一人一
人の子どもに寄り添い，共感できる力や児童と共に思
考しクラス全体で共有させられる力も「図画工作科」

教育における重要な教育力である。

１２．教員研修における重要な要素

　実践的な教育力を高めるための教員研修として，一
体何が重要な要素であるのか。教員の研修の経歴につ

いては，個々の教師それぞれ異なりそれに伴い求めら
れる教員研修の内容は様々であろう。

　ここでは，教職歴を越えて教員研修として共通に重
視すべき要素について明らかにしていきたい。

　第１の要素として，教職歴に合わせて自らの教育実
践そのものを振り返ること（Reconsideration）である。

　ここでは自分自身の教育実践の中で，子どもの生き
生きとした表現行為の素晴らしい姿や表現の輝きなど

のプラスの経験を是非とも思い出してもらうこと。次

に，問題点や課題となるマイナス面の出来事を具体的
に洗い出してもらうことである。

　第２の要素としては，教育実践上の問題点と課題に
ついて考察すること（Consideration）である。

　次の段階では，教育実践の振り返りで明らかになっ
た問題点と課題の原因と理由について冷静になって客

観的に考察することである。例えば，よく図工が苦手
な子どもの存在を問題視するが，その原因と理由につ
いて考察することは意外に少ない。苦手意識が生じる

原因について考察してもらうことは大いに意義がある。

　第３の要素としては，第２の要素である問題点の原
因の追求からその具体的な解決策を打ち出していくこ

と（Solution）である。自分自身の教育実践について

問題点と課題のいくつかが明らかになり判明した所

で，それを少しでも解決するためにどのように改善す
るのか具体的な解決策を見つけていくことである。

　第４の要素としては，具体的な解決策の考察から自
分自身の教育実践を目に見える形で改善すること

（Improvement）である。

　今までの教員研修の中には，研修講習の経験が大な
り小なり目に見えない形で教師の肥やしとなって教育

力を支えるものもあったが，ここではより現実的にそ
して積極的に，目に見える形で教育実践が改善される
ことが重要であると考える。やはり大切なことは，単
なる形式的な研修経験で終わらせないことである。

　以上のR・C・S・Iの四つの要素内容を含めること

が，実践的な教育力を高める教育研修となると考え
た。これをRCSI教員研修システムとして提案したい。

１３．RCSI教員研修システムの具体的な内容

　次に実践的な教育力を高めるためのRCSI教員研修

システムの具体的な内容と方策について検討する。

敢　第１段階―教育実践の振り返り

　第１段階として，Ｒの要素である教職歴に合わせて
客観的に自分自身の教育実践を振り返りができる場を

意図的に研修の中に設けることである。

　教育実践の振り返りの方法については，いろいろあ
るが，まず個人レベルで自分自身を振り返りながら研
修用プリントに自由記述する時間を確保することが大

事であろう。その振り返りの場面では，教育実践上の
問題や課題なのどのマイナスの側面ばかりでなく，児
童が輝いていたり子どもの輝きのある言動に教師が感

心したり驚いたりしたプラスの側面についても思い出

してもらうことが重要であると考える。
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　それは，図画工作科の指導に対して苦手意識や不得
意感を抱いている教師にも，児童の様子や変容などか
らわずかでも光を当てる可能性とその機会を見い出せ

ると考えたからである。とかく問題点や課題のマイナ

ス面だけが記憶に定着されがちの中で，明るいプラス
の側面にも光を当てることの有効性を免許更新講習の

実施とその考察から実感することができた。

　個人レベルの振り返りの後に受講者全員でお互いに

共有する場が必要となる。最初に教育実践のプラスの

側面から素晴らしい子どもの姿や表現について語り合

いながら参加者と共に共有することである。

　次に，マイナスの側面から問題点や課題を出しても
らうこと。研修に参加した教師達同士で共通する部分

をお互いに共有し確認していくことも重要となる。そ

れは，図画工作科教育でも共通の問題点や課題を抱い
ていることも少ないからである。

柑　第２段階―問題点と課題の考察

　第２段階では，Ｃの要素である上記の教育実践の振
り返りから確認できた問題点と課題について，その原
因と理由について教師自身に考察してもらうことであ

る。実際の教員研修の講習場面では，個人レベルでの
考察と協同レベルでの考察が可能となる。

　①　実際の題材研究を通して

　考察してもらうための具体的な研修教材として，実
際に表現を行う題材研究は有効な手段の一つである。

　ここでは，造形表現が本来持っている楽しさについ
て，実際に造形表現活動に取り組むことで実感を伴っ
て経験してもらうことは大いに意義がある。「図画工

作科」における教科の特性から他教科以上に実際の題

材研究や実技研修などは有効な研究教材となり得る。

　教員免許更新講習においては，造形表現そのものに

苦手意識や不得意感を抱いている受講者を配慮して，
最初は低学年向きの簡単な題材からスタートすること

とした。身近な材料を使い簡単な道具で，特別な技術
や知識も必要とせず純粋に造形表現そのものを楽しめ

ることを重視した。

　左の写真が，新聞紙とチラシの身辺材を利用した低
学年向きの題材を教師たちが取り組んでいる風景であ

る。最初険しかった受講者の表情も自然に和んでくる

様子が多々見られた。教師の視点ばかりでなく児童の

視点に立てることが有効な理由の一つになっている。

　②　実際の授業ビデオを通して

　教育実践の考察のためには，実際の研究授業のビデ
オをも有効な研修教材の一つである。それは，机上の
空論で授業論を語るよりも目の前で実際に子どもの姿

が見える中で，より実践的な考察を可能にすることが
できるからである。

　免許更新講習では，実際に行った題材研究の関連で
身辺材を活用した低学年の図画工作の授業のビデオを

活用した。ベテラン教師による附属小学校の校内研で

実施した研究授業のビデオである。

　前述の実態調査から，「図画工作科」の研究授業の実
施経験はもとより参観した経験も少ない実態を考える

といかに貴重で有効な研修教材であるかがわかる。

　またベテラン教師だけでなく，教育実習生が実習校
で行った図画工作の研究授業ビデオも用意した。

　この授業ビデオから考察する際に大事なのは，第三
者の視点ではなく授業者の視点に立って，実際に授業
を展開しているつもりで考察することである。この場

面での授業研究の研修プリントでは，この授業の配慮
点や工夫点を一つでも多く発見して記述してもらうと

共に，授業者の立場からどのようにこの授業を具体的
に改善するのか考察し記述してもらうことにした。こ

の研修プリントの記述を基に参加者と共に研究授業の

協議を通して考察するのである。

　ここで重要なのは，「図画工作科」教育で一体何を大
切にするのか，教育実践の根源となる自分自身の教育
観・指導観とも照らし合わせて図画工作教育を考察す

ることである。それは，第一段階の振り返りで上げら
れてきた問題点と課題が，教師の教育観と因果関係を
伴う場合もあるからである。

　また，導入段階での題材を児童に紹介し提案する際
の工夫や全体指導や個別指導場面において，いかに児
童一人一人の発想を豊かに促すかという指導の配慮や

重要なポイントについて考察することである。
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桓　第３段階―課題の解決と解消

　第３段階では，Ｓの要素である教育実践の問題点や
課題をいかに少しでも解消できるのか，また解決する
のか考察してもらうことである。第２段階で明らかに
なった問題点と課題を考察することから，その原因と
理由も少しずつ明らかになる。解決や解消のための具

体的な方策も浮上してくることになる。

　①　教育観の考察から

　前述のように「図画工作科」教育の問題や課題の一

つに，教師や児童が抱いている図画工作のイメージや
教育観から生じているケースも多々ある。そのことか

ら，図画工作科の教育観そのものを見直することが課
題の解決と解消に繋がることが期待できる。

　特に，「図画工作科」においてはうまく上手な作品作
りが，目指すべき教育と捉えている傾向は根強い。そ
のような教育観の中では，一部の得意な児童だけが褒
められ，それ以外の多くの児童には苦手意識と不得意
感が芽生えることになってしまうからである。

　うまく上手な作品作りの教育観から，一人ひとりの
思いや願いを大事にしてそれぞれの表現を認め支援し

ていく教育観への転換が求められるのである。図画工

作科教育における実践的教育力とは，目指すべき正し
い教育観を抱くことが前提となる。

　②　学習空間の質への着目から

　図画工作教育の問題点と課題の解決には，学習空間
の質について考察してもらうことが重要である。

　それは，目に見えない学習空間の質やクラスの雰囲
気，つまり「潜在的なカリキュラム」から受ける影響
が無視できないほど大きなものだからである。

　筆者は，学校現場における図画工作科教育の場面を
想定し，その視点から改めて「潜在的なカリキュラム」
について以下のように再定義している。

　「教師や児童・生徒と共に無意識の内に，子供たち
に影響を与える価値，規範，そして広くは学習空間
の目に見えない雰囲気をも含めて『潜在的カリキュ

ラム』ととらえる。」 ８

　この潜在的なカリキュラムが，子ども達に大きな影
響力を持つことは以下のように鈎治雄が述べている。

　「公的なカリキュラムの枠を越えた人間関係や集団

の雰囲気，規範への適応をとおして，子どもたちが
学習し，獲得する価値感や態度といったものは，あ
る意味では，教育課程において企図され準備された
内容や教材以上に，はるかに大きな影響力を持ち得
ることが予想される。」 ９

　この大きな影響力をもたらす「潜在的なカリキュラ

ム」の視点は，造形美術教育における教員研修におい
て必須ともいえる重要な要素であると考えている。学

習空間の質を形成する目に見えない「潜在的なカリ

キュラム」に着目することで課題解決の糸口を見つけ

ることができるのである。

　③　教師の言動の考察から

　前述の「潜在的なカリキュラム」の様相と連動する

のが，教師自身の言動であろう。教育実践の課題解決
や解消を目指す上では，大きな視点となる。
　特に図画工作科の教育場面では，容易に「うまいね」
「上手だね」というような褒め言葉を投げかけがちで

ある。しかしながら，「うまい」「上手」という褒め言
葉の背景には，うまく上手に作品を完成させ上手な作
品を求めるという教育観や評価観が隠されている。

　例えば，教師が無意識に作品をみんなに見せながら
「○○さんうまいね」と褒めた瞬間に，うまく上手な
作品を求める教師の教育観が暴露される。それに応え

られる児童は嬉しい気持ちと自信を持つことができる

が，そうでない児童は，教師の知らない所で苦手意識
や不得意感が芽生えてしまうのである。

　つまり，何気ない教師の言動が「潜在的カリキュラ
ム」を作り上げ，学習空間の質を形成してしまってい
るのである。そのような学習空間では，うまく上手な
作品が褒められ，求めるものとなり目的化される。
　それらの理由から教師は，褒め言葉を駆使して児童
をより良く育てていくべきであるが，特に図画工作科
教育においては，「うまい」「上手」を使うべきではな
い。教師は，「うまい」「上手」でない豊かな褒め言葉
の語彙を持たなければならないだろう。

　その具体例の一つとして，「うまい上手を使わない
１００の褒め言葉」 １０の考察がある。例えば，「色と形を工
夫したね」や「君だけのアイディアだね」のように安

易に「うまい」「上手だね」を使わない具体的な良さや

工夫点を示す共感的な褒め言葉が必要になる。

棺　第４段階―教育実践の具体的改善

　教員研修の最終段階としては，単なる形式的な研修
経験で終わることなく，実際に教育実践が見える形で
具体的に改善されることが重要であろう。

　ここでは，自分自身への強い約束として具体的に明
日からの教育実践をどのように変えていくのが明確に

記述してもらうことが大事である。

　免許更新講習においては，最終試験という形で，自
分自身への強い約束として記述してもらうことにし

た。しかしながら，その後の教育実践の具体的な改善
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については，確認し検証することは難しい。この改善
の検証については，個々の教師の良心に委ねるしかな
い。この具体的な改善の検証については，今後の大き
な研究課題である。

　教員研修の重要な要素として，一人ひとりの教師の
教職歴に合わせて個々の教師自身が４つの要素を検討
し考察することを経て研修をすることが重要であると

考えた。このことは特に， ３年間において６講習を担
当した教員免許更新講習の実施とその考察とによって

その必要性をあらためて実感することになった。

　本研究では，とかく国語や算数などの特定教科の研
修が強化されるなかで，軽視されがちな「図画工作科」
の視点からその教育力を向上させるための実践的な教

員研修の在り方を考察してきた。

　教員免許更新講習を受講された教師の中には，
　「これまではすぐれた作品を完成させることが図画

工作の目的と考えていたが，そうではなく子ども一
人ひとりの思いや願いを作品として表現させること

が大切であることがわかった。（中略）まずは，私自
身の図画工作への意識改革から始めていきたいと思

う。（後略）」 １１

　という受講後の感想があり，免許更新講習の研修に
よって教師自身の質的な変容があったことがわかる。

１４．おわりに

　学校教育現場の教師たちには，常に教育力を向上さ
せるための使命と役割がある。

　しかしながら小学校の学級担任の教師は，校務に追
われる中で複数の教科を担当し，教科指導の研修にお
いても教科間の格差や軽重が生まれている。それは，
小学校における実践的な教育力の向上という視点では

大きな問題点と課題と考えている。

　そのような状況の中で，とかく軽視されがちな「図
画工作科」の教育力の向上に焦点を当てたことには，
研究の意義と役割も存在すると考える。

　「図画工作科」教育の実践的な教育力向上のための教

員研修は，従来行われてきた安易な題材の提供や描画
法・指導法の伝授だけではなく，目指すべき教育観・
指導観についてあらためて再確認すると共に「潜在的

なカリキュラム」（目に見えぬ規範や価値観・クラスの

雰囲気をも含む学習空間）の質を見直し，児童一人ひ
とりの本当の表現が生まれるような学習空間を実際に

改善できることが求められるだろう。　

　我が国の小学校教育現場の実践的な教育力の向上の

ためには，主要教科と呼ばれる国語・算数などの一部

の教科の教育力向上だけではとても十分といえない。

　本論で対象にした「図画工作科」や他教科の教育力

も含めた教科間のバランスのとれた実践的な教育力こ

そが小学校教育現場には強く望まれる。
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